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事務局

第22回断層映像研究会は平成5年9月 28 日 (火) 、 29

日 (水)、杏林大学古屋儀郎教授による学術大会長主

催で、東京都笹川記念会館で盛大に開催されました。

研究会への参加者は230名でした。 特別講演は1. I頭

頚部断層解剖学序論」を慈恵医大の多国信平教授に、

2. I二足のわらじの人生」を精神科医 ・ 作家のなだ

いなだ氏にやっていただいた。 招待講演では韓国の

ソウル国立大学Jung-Gi 1m先生による Comouted

Tomo伊phy in pt帥onary 日berculosisの興味i采い講演

があっ た。 今回も前回と同様教育講演を中心に、そ

の関連の一般演題を発表する形式が踏襲された。 す

なわち教育講演が23題、 一般演題が53題であった。

一般演題の展示はなく 、特別講演、教育講演は演者

の先生方に大変お手間をかけていただき 、 立派な展

示を見せて下さったことに感謝して居ります。

次に9月 28日の世話人会、 翌日の総会の結果をご報

告いたします。

1.平成4年度の事業および決算が監査 (竹中、藤井両

委員)および世話人会の議を経て総会に報告され、

承認されました (96頁) 。

2 平成6年度 (H6.4.l~ H7.3.31 ) の事業および予算案

が所定の手続きを経て総会で承認されま した

(97頁) 。

3. 会誌の発行は金子編集委員長より年2冊を予定、原

著および ト モグラフィックスへの投稿依頼があ り

ました。 なお、 前年度より編集委員が15名になり 、

本年度から委員長に愛知医科大学の宮田伸樹教授

の就任が承認されました。

4 次期平成6 (1994) 年度第23回断層映像研究会総会

並びに学術大会長は神戸大学医学部河野通雄教授
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報告

です。 会期は平成6年10月 13 日 (木) 、 14日(金) 、

会場は神戸市産業振興センターが予定されていま

す。

5. 次々期、平成7 (1995) 年度の総会並びに学術大会

長は埼玉医科大学総合医療センター町田喜久雄教

授に決定いたしま した。

6 今回、本研究会会則第5条第4項に従い、特別会員

に本保善一郎先生、 M村文夫先生、 牧野純夫先生、

松浦啓一先生、篠崎達世先生を推戴することが決

定しました。

7. 今回次の2名の方が入会の手続きをされた後、世話

人になることが承認されました。

宗近宏次、岡崎正敏(敬称略)

8. 現在の会員数は570名です。

9. 本研究会の年会費

(4月 1 日よ り翌年の3月 31 日まで) 6，000円の納入

をお願いいたします。

入会希望の方は電話またはFAXでご連絡下さし、。

入会申し込み用紙をお送りします。

連絡先 〒431-31 浜松市半田町3600番地

浜松医科大学放射線医学教室内

断層映像研究会事務局 金子昌生

Tel. O回-43ふ2240

Fax.053-43~2240 

10 断層映像研究会のますますの発展のため会誌への

たくさんの投稿と 、 研究会での多数の方々のご発

表、 ご参加をお願いいたします。

(事務局金子昌生)
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平成4年度収支決算報告書

(自平成4年4月 1 日 至平成5年3月 31 日)

1.収入の部 2 . 支出の部

項目 予算額 収入額 項目 予算額 支出額 備 考

会費 3.168.000 2.292.000 報償費 280.000 480.000 事務手当

利子 80.000 113.433 (200.000) (予備費より流用)

前年度 1. 656. 000 3.682.967 賃金 40.000 60.000 名簿編集手当

より (20.000) (予備費より流用)

繰越金 旅費 160. 000 262. 660 編集用務

雑収入 25.596 (150.000) (予備費より流用)

(雑誌代金) 需要費 300. 000 130.308 葉書・印刷費

役務費 200.000 433.922 会誌発送

(200.000) (予備費より流用)

(100.000) (予備費より流用)

使用 5. 000 。

賃借料

備品費 500.000 。

負担金 2.700.000 2.427.024 研究会 1 回

及び ぷコミ』圭EPE}合、 3 冊

交付金 (Vol. 18-2.19-1. 19-2) 

予備費 719. 000 (200.000) (報償費に繰り入れ)

(20.000) (賃金に繰り入れ)

(150.000) (旅費に繰り入れ)

(200.000) (役務費に繰り入れ)

(100, 000) (役務費に繰り入れ)

平成 5 2.320.082 

年度へ

繰越金

4.904.000 6.113. 996 言1- 4.904 , 000 6.113.996 
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項 目

1 ，会 費

2 .利 子

3. 前年度より繰越金

計

項 目

1 .報償金

2. 賃 金

3. 放 費

4. 需 要 費

5. 役務 費

6. 使用貸借料

7. 負担金及び補助金

8. 予 備費

計

平成 6 年度収支予算書

1 .収入の部

予 算 額 備 考

3 , 300 , 000 事 6 ， 000 x 550人

80 , 000 

2 , 000 , 000 

5 , 380 , 000 

2 . 支出の部

予算額 備 考

360 , 000 事務手当

300 , 000 名簿編集バイト料

450 , 000 編集委員会等

600 , 000 印刷費・事務用品費

630 , 000 会誌発送等通信費

30 , 000 コピー、会議室等

2 , 780 , 000 研究会 1 回、会誌 2 冊

230 , 000 

5 , 380 , 000 
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